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点滴療法は、不足している栄養素の補給、大量投与による薬理学的効果、デトックス作用などにより高
いアンチエイジング効果を期待できる。副反応がほとんど無いのも普及の大きな理由である。講演で
は、アンチエイジングクリニックに導入されている点滴療法や具体的な処方とコツなどに加え、新たな
アプローチとして注目を浴びている治療法についても触れる。
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アプローチとして注目を浴びている治療法についても触れる。

講演内容

高濃度ビタミンC点滴
美容・慢性疲労・慢性アレルギー・インフルエンザ・がん予防・
帯状疱疹・突発性難聴・歯周病 など

マイヤーズカクテル 慢性疲労・線維筋痛症・偏頭痛・蕁麻疹・喘息・上気道炎 など

グルタチオン点滴 パーキンソン病・閉塞性動脈硬化症・美白・デトックス など

キレーション療法 動脈硬化の改善・重金属デトックス など

オゾン療法 動脈硬化の改善・慢性疲労・アンチエイジングなど
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【書籍】
『ビタミン Cががん細胞を殺す』（角川 SSC）、『グルタチオン点滴でパーキンソン病を治す』(GB)
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『つらくないがん治療 : 高濃度ビタミン C点滴療法』(GB)、『奇跡を起こす点滴でアンチエイジング』


